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そこでこのような ｢経験｣ もまた ｢時｣の
｢管理｣に従っているということになる. と
ころが,ここではではその当の ｢時｣そのも
のがそれの本来の仕事を満了させるちょうど
直前になったために.この ｢時｣の仕事自身
が言葉になるということが起きるのである.
そこで-イデガーの哲学は ｢時間｣の本質を
見極め得るような哲学になっているのである.
周知のように r有と時Jはこうしたことを核
にして書かれている.
こういうわけであるから.｢超越的述語｣
が ｢出現しかかっている｣といわれているの
である.
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